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陽春の風景
　７年程前の４月、高知山～二王子岳～
三爼山まで縦走した時、黒石山付近の鹿
俣側の斜面で朝の陽光に輝く真っ白な斜
面に数本のブナのみが林立する不思議な
光景に思わずシャッターを切りました。
私の山行中でも深く印象に残る風景とし
て今でも鮮明に残っています。

 撮影　髙橋　正英
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新
体
制
に
な
っ
て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
八
月
十
一
日
が
「
山
の
日
」
と
し
て

国
民
の
祝
日
と
な
り
、
そ
の
制
定
記
念
行
事
と
し

て
、
今
後
、
毎
年
七
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い

る
「
高
頭
祭
」「
新
潟
県
登
山
祭
」「
弥
彦
山
た
い

ま
つ
登
山
祭
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

越
後
支
部
で
は
例
年
の
行
事
の
他
に
、
今
年
度

か
ら
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

第
一
に
広
報
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、
佐
久
間

雅
義
広
報
委
員
長
を
中
心
に
、
今
ま
で
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

広
く
情
報
を
発
信
し
会
員
増
に
つ
な
げ
る
と
い
う

も
の
。
新
し
く
な
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
是
非
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

年
三
回
発
行
の
支
部
報
も
メ
ン
バ
ー
を
増
強
し

て
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
軌
道

に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
糸
魚
川
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
「
子
ど
も

登
山
教
室
」
の
開
催
で
す
。

　

こ
れ
は
靏
本
修
一
自
然
保
護
委
員
長
を
中
心

に
、
五
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
合

わ
せ
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
壮
大
な
計
画

で
始
め
ま
し
た
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
山
の
自
然
に
親

し
む
機
会
を
提
供
し
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
自

然
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
い

て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

八
月
一
日
に
は
事
前
講
習
会
も
行
わ
れ
、
八
月

十
一
日
の
山
の
日
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
糸
魚
川
地
区
が
主
で
し
た
が
、
今
後
、

中
越
地
区
や
下
越
地
区
で
も
こ
の
よ
う
な
事
業
の

旗
揚
げ
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
募
登
山
で
は
、「
上
高
地
集
会
」
と

題
し
て
一
般
と
会
員
合
同
で
上
高
地
山
岳
研
究
所

（
山
研
）
を
拠
点
に
焼
岳
と
徳
本
峠
を
登
る
予
定

で
し
た
が
、
豪
雨
で
道
路
が
閉
鎖
さ
れ
、
今
回
は

上
高
地
散
策
に
終
わ
り
ま
し
た
。
次
回
に
持
ち
越

し
で
す
。

　

越
後
支
部
活
性
化
に
は
、
皆
様
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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洋
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小
山　

一
夫　

　

高
頭
祭
終
了
後
は
雨
も
あ
が
り
、
弥
彦
山
頂
御

神
廟
に
移
動
し
第
六
十
四
回
新
潟
県
登
山
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
頂
記
念
講
演
に
日
本
山
岳

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
会
長
八
木
原
圀
明

様
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
刻
た
い
ま
つ
に
点
火
し
、
百
五
十
名
の
岳
人

が
弥
彦
神
社
へ
と
向
か
う
様
は
幻
想
的
な
光
景
で

す
。
そ
し
て
花
火
が
打
ち
上
が
る
中
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
鼓
笛
隊
の
先
導
で
市
中
行
進
。
高
頭
祭

に
始
ま
り
、
感
動
を
沢
山
い
た
だ
い
た
一
日
で
し

た
。
大
雨
の
中
、
準
備
等
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
越

後
支
部
役
員
の
皆
様
に
感
謝
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
当
に
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
五
日
に
毎
年
恒
例
の
行
事
で
あ
る
高

頭
祭
と
新
潟
県
登
山
祭
が
、
弥
彦
山
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
今
迄
に
数
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
今
年
ほ
ど
天
候
を
心
配
し
た
年
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

前
日
か
ら
降
り
続
く
雨
、
そ
し
て
当
日
は
大
雨

警
報
発
令
、
土
砂
崩
れ
で
弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

は
通
行
止
め
と
い
う
悪
条
件
の
中
で
の
開
催
で
し

た
。
私
は
山
友
二
人
と
参
加
し
、
弥
彦
神
社
か
ら

歩
い
て
弥
彦
山
大
平
園
地
へ
到
着
。
雨
が
強
く
高

頭
仁
兵
衛
翁
寿
像
碑
前
で
は
出
来
ず
、
東
屋
の
中

で
の
高
頭
祭
で
し
た
。
東
屋
に
は
元
支
部
長
の
山

﨑
幸
和
氏
作
製
の
拓
本
の
翁
寿
像
が
飾
ら
れ
て
い

て
列
席
の
皆
さ
ん
か
ら
感
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
山
﨑
氏
の
宮
司
に
劣
ら
な
い
祝
詞
が
あ

げ
ら
れ
、
玉
串
奉
奠
等
厳
か
に
滞
り
な
く
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
全
国
山
の
日
協
議
会

発
起
人
梶
正
彦
様
の
感
動
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

遠
藤
支
部
長
の
ご
挨
拶
通
り
、
大
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
参
加
し
た
四
十
余
名
の
一
人
一
人
に
、
第

六
十
回
高
頭
祭
は
忘
れ
ら
れ
な
い
行
事
と
し
て
、

心
に
深
く
残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

七
月
一
日
〜
二
日
に
集
会
委
員
会
と
事
業
委
員

会
共
同
で
「
上
高
地
集
会
」
を
企
画
し
、
実
施
し

ま
し
た
。
新
潟
は
曇
り
空
で
出
発
し
ま
し
た
が
、

長
野
道
の
小
布
施
で
休
憩
中
に
山
研
の
元
川
管
理

人
よ
り
、
上
高
地
が
豪
雨
で
釜
ト
ン
ネ
ル
が
閉
鎖

予
定
と
の
連
絡
が
有
り
ま
し
た
。
雨
が
小
降
り
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
、
長
野
道
を
進
み
ま
し
た
が

松
本
イ
ン
タ
ー
あ
た
り
で
釜
ト
ン
ネ
ル
閉
鎖
の
連

絡
が
有
り
ま
し
た
。

　

昼
前
に
沢
渡
に
到
着
。
天
候
の
回
復
を
願
い
現

地
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
待
機
し
ま
し
た
が
、
悪

い
情
報
し
か
無
く
、
役
員
で
相
談
し
こ
れ
か
ら
の

方
針
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し
て
参
加
者
の
皆
様

に
提
案
し
ま
し
た
が
、
現
地
に
残
り
明
日
に
掛
け

よ
う
と
い
う
意
見
が
多
く
現
地
で
待
機
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

泊
ま
り
先
を
桐
生
副
支
部
長
の
友
人
よ
り
手
配

し
て
い
た
だ
き
野
麦
峠
の
奈
川
「
ウ
ッ
デ
ィ
・

も
っ
く
」
を
宿
泊
先
に
決
め
ま
し
た
。
夕
食
時
に

山
研
の
元
川
管
理
人
よ
り
連
絡
が
有
り
、
一
八
時

三
〇
分
に
通
行
止
め
解
除
の
連
絡
が
有
り
ま
し
た
。

翌
日
は
焼
岳
の
中
の
湯
口
よ
り
の
登
山
と
上
高
地

散
策
の
コ
ー
ス
実
施
を
確
認
し
て
早
朝
よ
り
行
動

し
ま
し
た
が
、
旧
道
の
安
房
峠
は
封
鎖
中
で
上
高

地
散
策
に
切
り
替
え
、
全
員
か
ら
「
山
岳
研
究
所
」

を
見
て
い
た
だ
き
上
高
地
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
の
上
高
地
は
登
山
者
も
ま
ば
ら
で
、
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松
井　

潤
次　

しろ池での集合写真（その後、２班に分かれて自然観察会を実施）

 

山
に
魅
せ
ら
れ
る

山
に
魅
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ら
れ
る

 

　

木
戸　

七
七
子　

お
み
や
げ
屋
の
従
業
員
が
こ
ん
な
静
か
な
上
高
地

を
見
た
こ
と
が
無
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
水
量

の
少
な
い
梓
川
が
川
一
杯
の
濁
流
で
し
た
。
山
行

は
常
に
天
候
で
左
右
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
経
験

を
元
に
再
度
上
高
地
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
木
戸
七
七
子
様
よ
り
山
ヘ
の
想
い

を
頂
き
ま
し
た
。

　

十
年
程
前
に
白
馬
八
方
池
に
行
き
、
は
じ
め
て

見
る
高
山
植
物
や
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
の
大
パ
ノ

ラ
マ
に
感
動
す
る
と
共
に
、
そ
の
山
々
に
登
る
人
、

下
り
て
来
る
人
々
の
姿
に
心
を
ひ
か
れ
て
、
私
も

山
に
登
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小

さ
な
体
の
私
に
も
行
け
る
山
を
選
び
、
単
独
や
ツ

ア
ー
に
と
参
加
し
て
、
山
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

し
、
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
公
募
登

山
を
新
聞
で
知
り
、
信
越
ト
レ
イ
ル
、
銀
の
道
、

苗
場
山
、
小
谷
風
吹
大
池
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し

た
。
経
験
の
浅
い
息
子
は
越
後
駒
ケ
岳
に
挑
戦
を

し
ま
し
た
。
ど
の
山
も
道
も
豊
か
な
自
然
で
あ
る

と
共
に
、
厳
し
い
自
然
で
も
あ
り
、
人
々
の
生
活

や
文
化
、
祈
り
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
深
く
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
上
高
地
散

策
・
焼
岳
登
山
に
息
子
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
が
悪
く
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
心
づ
く
し
の
夕
食
を
ゆ
っ
く
り
と
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
お
酒
と
料
理
を
沢
山
い
た
だ
き
、

よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
上
高
地
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
上
高
地
そ
の
も
の
が
丸
ご
と
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
お
る
こ
と
を
知
り
、
ヤ
ナ
ギ
、
シ

ラ
カ
バ
等
の
樹
林
と
一
方
で
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
モ

ミ
の
深
い
針
葉
樹
林
と
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
猿

に
も
会
い
、
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。
は
じ
め
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
碑
を
見
る
こ
と
が
出

来
て
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
家
の
母

か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
本
家
の
高
頭
仁
兵
衛
さ
ん

の
事
も
、
遠
藤
俊
一
様
か
ら
資
料
を
い
た
だ
き
、

よ
く
知
る
こ
と
が
出
来
、
後
日
レ
リ
ー
フ
に
も
会

い
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

制
定
二
年
目
を
む
か
え
た
八
月
十
一
日
の
「
山

の
日
」
に
、
支
部
活
動
と
し
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
地
の
糸
魚
川
市
に
於
い
て
「
子
ど
も
登
山
教

室
」
が
開
催
さ
れ
た
。
私
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
一

人
と
し
て
参
加
し
た
の
で
、
以
下
に
概
要
を
報
告

す
る
。

　

本
事
業
は
支
部
公
益
事
業
と
し
て
、
今
年
度
よ

り
自
然
保
護
委
員
長
の
靏
本
会
員
を
中
心
に
ス

タ
ー
ト
し
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
開
催
に

先
が
け
て
八
月
一
日
に
は
公
募
参
加
者
へ
の
事
前

学
習
会
も
行
わ
れ
事
業
の
目
的
、
趣
旨
、
山
域
の

特
徴
お
よ
び
当
日
の
準
備
、
心
構
え
に
つ
い
て
説

明
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
現
地
に

前
日
入
り
し
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

当
日
「
し
ろ
池
の
森
」
に
子
ど
も
十
五
名
、

保
護
者
七
名
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
十
四
名
の
総
勢

三
十
六
名
が
集
合
し
て
開
会
式
。
遠
藤

支
部
長
よ
り
、
一
日
山
の
自
然
に
親
し

ん
で
素
晴
ら
し
さ
大
切
さ
を
大
い
に
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の
挨
拶
。

続
い
て
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
、
諸
注
意
、

準
備
運
動
を
行
い
高
学
年
と
低
学
年
の

二
班
に
分
か
れ
て
出
発
と
な
っ
た
。
曇

り
空
の
中
、
山
で
の
歩
き
方
な
ど
を
講

師
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
会
話
も
弾

み
、
し
ろ
池
に
到
着
。
池
を
周
回
散
策

し
な
が
ら
の
自
然
観
察
会
が
実
施
さ
れ

た
。
講
師
の
解
説
を
も
と
に
、
外
来
植

物
を
含
め
た
草
花
や
貴
重
な
ル
リ
イ
ト

ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
観
察
を
通
し
て
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
応
じ
て
変
化

を
み
せ
る
生
物
多
様
性
に
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　

次
い
で
戸
倉
山
へ
の
登
山
開
始
。
ガ

ス
と
湿
気
の
悪
条
件
の
中
、
子
ど
も
達

は
声
を
掛
け
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

確
実
に
歩
を
進
め
山
頂
に
立
つ
こ
と
が

で
き
た
。
展
望
は
な
い
が
、
昼
食
を
と

り
下
山
開
始
。
角
間
池
か
ら
大
網
峠
ま
で
足
を
延

ば
し
、「
塩
の
道
」
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
無
事
下
山
。
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
感
か
ら
か
子
ど

も
達
の
表
情
は
輝
い
て
見
え
た
。

　

本
事
業
は
五
年
計
画
で
糸
魚
川
周
辺
の
山
域
で

進
め
ら
れ
て
い
く
予
定
。
子
ど
も
達
の
成
長
も
今

後
の
楽
し
み
で
あ
り
、
貴
重
な
一
日
を
体
験
で
き

た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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雨
飾
山
は
、
霧
の
中

雨
飾
山
は
、
霧
の
中

 

後
藤　

正
弘　

公
募
登
山

 

駄　

尾

駄　

尾

 

吉
田　

理
一　

峠
シ
リ
ー
ズ

○
山
行
地
：
頸
城
・
雨
飾
山
（
一
、九
六
三
ｍ
）　

小
谷
温
泉
登
山
口
〜
雨
飾
山
〜
梶
山
新
湯

　
（
雨
飾
山
荘
）

○
期　

日
：
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
七
日
（
日
）

　

晴
れ
時
々
曇
り

○
メ
ン
バ
ー
：
公
募
参
加
者
十
四
名
、
ス
タ
ッ
フ

八
名
（
留
守
本
部
二
名
含
む
）
の
総
勢
二
十
二
名

○
コ
ー
ス
タ
イ
ム
：
小
谷
温
泉
登
山
口
p
９
：
30

〜
11
：
10
荒
菅
沢
11
：
20
〜
12
：
50
笹
平
13
：

00
〜
13
：
30
雨
飾
山
14
：
15
〜
17
：
10
梶
山
新

湯
（
雨
飾
山
荘
）（
登
り
四
時
間
、
下
り
三
時
間
）

　

越
後
支
部
恒
例
の
公
募
登
山
は
、
小
谷
温
泉
口

か
ら
雨
飾
山
山
頂
を
経
て
梶
山
新
湯
（
雨
飾
山
荘
）

へ
下
山
す
る
コ
ー
ス
。
登
山
者
の
大
半
は
、
小
谷

温
泉
口
か
ら
の
ピ
ス
ト
ン
だ
が
、
こ
の
コ
ー
ス
は

変
化
が
あ
り
、
静
か
な
山
行
が
楽
し
め
た
。

　

小
谷
温
泉
登
山
口
は
、
相
変
わ
ら
ず
の
混
雑
で

駐
車
場
は
一
杯
。
軽
く
体
操
を
し
て
山
頂
を
め
ざ
す
。

　

日
差
し
は
強
い
が
、
大
海
川
の
川
原
か
ら
ブ
ナ

林
へ
と
日
影
が
多
く
あ
り
が
た
い
。
木
の
根
に
気

を
つ
け
な
が
ら
登
る
と
パ
ッ
と
目
の
前
が
開
け
て

荒
菅
沢
が
見
え
た
。
フ
ト
ン
菱
を
背
景
に
独
特
の

雰
囲
気
が
あ
る
。
河
原
で
大
休
止
。
こ
こ
か
ら
笹

平
ま
で
こ
の
コ
ー
ス
最
大
の
急
登
が
待
っ
て
い
る
。

　

登
山
開
始
時
刻
が
遅
い
た
め
、
下
山
者
と
す
れ

違
い
な
が
ら
一
歩
一
歩
登
る
。
時
折
、
谷
か
ら
涼

し
い
風
が
吹
き
あ
が
っ
て
く
る
と
元
気
が
出
る
。

途
中
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
足
が
つ
り
、
薬
と
水

分
補
給
を
行
い
な
が
ら
何
と
か
笹
平
ま
で
到
着
。

下
山
も
長
い
こ
と
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
登
頂
断

念
。
フ
ォ
ロ
ー
二
名
と
こ
こ
ま
で
と
し
た
。

　

山
頂
は
ガ
ス
の
中
か
ら
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

花
も
予
想
外
に
多
く
咲
い
て
い
て
、
お
喋
り
を
し

な
が
ら
登
る
と
つ
ら
さ
も
忘
れ
る
。
よ
う
や
く
山

頂
に
着
い
た
が
、
北
ア
ル
プ
ス
方
面
は
ま
っ
た
く

視
界
が
き
か
な
い
。
遅
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
だ
っ
た

が
楽
し
い
ひ
と
時
。

　

薬
師
尾
根
は
、
最
初
沢
状
の
浮
石
多
い
登
山
道
、

滑
り
や
す
く
気
が
抜
け
な
い
。
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

尾
根
に
出
る
と
、
木
の
根
が
滑
り
や
す
く
要
所
に

梯
子
が
あ
る
。
下
山
路
も
精
神
的
に
は
厳
し
か
っ

た
が
、
皆
元
気
に
下
山
し
た
。
時
折
、
海
谷
三
山

が
見
え
越
後
ら
し
さ
も
味
わ
え
た
静
か
な
コ
ー
ス

で
あ
っ
た
。

　
「
ダ
オ
」
は
峠
の
方
言
。
今
回
紹
介
す
る
「
駄

尾
」
は
湯
之
谷
村
（
現
魚
沼
市
）
国
道
三
五
二
号

枝
折
峠
の
手
前
標
高
約
七
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

で
路
線
バ
ス
の
停
留
所
が
置
か
れ
て
い
る
峠
で
あ
る
。

　

路
線
バ
ス
は
現
在
日
曜
・
祝
日
の
み
一
日
一
往

復
運
行
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
九
年
の
運
行
期
間

は
七
月
二
日
〜
一
〇
月
一
五
日
で
あ
る
。
小
出
駅

前
発
六
時
三
〇
分
枝
折
峠
経
由
銀
山
平
行
。
銀
山

平
発
一
六
時
一
〇
分
枝
折
峠
経
由
小
出
駅
前
行
の

上
り
、
下
り
各
一
本
で
あ
る
。

　

今
で
こ
そ
こ
の
峠
の
利
用
者
は
殆
ど
い
な
い
が
、

約
六
〇
年
前
に
奥
只
見
電
源
開
発
工
事
が
始
ま
り

資
材
運
搬
道
路
と
し
て
作
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
が
奥

只
見
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン
と
し
て
一
般
開
放
さ
れ
る

ま
で
は
、
黒
又
・
大
鳥
方
面
で
の
ゼ
ン
マ
イ
採
り

を
主
と
し
た
山
仕
事
の
た
め
の
重
要
な
産
業
道
路

で
あ
っ
た
。
独
標
登
高
会
著
「
魚
沼
三
山
・
奥
只

見
・
守
門
」
昭
和
三
二
年
朋
文
堂
刊
に
は
、
次
の

よ
う
に
工
事
現
場
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
ナ

キ
沢
ト
ン
ネ
ル
工
事
場
は
非
常
に
大
き
な
も
の

で
、
大
勢
の
人
々
と
と
も
に
昼
夜
活
動
し
て
い
る

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
響
き
が
谷
間
に
こ
だ
ま
し
て

い
る
』。
現
在
こ
の
峠
に
立
っ
て
み
て
こ
こ
か
ら

ナ
キ
沢
の
工
事
現
場
に
物
資
を
補
給
す
る
た
め
の

ト
ラ
ッ
ク
道
路
が
あ
っ
た
と
は
と
て
も
想
像
出
来
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越
後
支
部
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号
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後
支
部
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二
十
号

 　
　
　
　

発
刊
を
祝
う

　

発
刊
を
祝
う

 

　

田
邊　

信
行　

待
し
て
い
ま
す
。」、
成
川
隆
顕
山
の
日
推
進
担
当

常
務
理
事
か
ら
「
支
部
報
の
創
刊
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
や
ら
な
い
支
部
」
品

格
と
伝
統
の
支
部
と
も
か
ね
が
ね
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。
越
後
の
品
格
を
保
ち
、
受
け
継
ぎ
な
が
ら

の
支
部
報
発
行
と
う
け
と
め
ま
す
。
う
れ
し
い
で

す
。
二
百
余
名
の
会
員
各
位
の
つ
な
が
り
を
さ
ら

に
つ
よ
め
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
全
国
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
…
。
私
が
担

当
す
る
「
山
の
日
」
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
支
部
か
ら
創
刊
祝
福

と
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
編
集
の
任
に
当
た
ら
れ
た
方
々
は
、
大

変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
原
稿
集
め
を
し
て
お
ら
れ

た
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
こ
と
で
す
が
、
率
先

し
て
原
稿
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
少
な
い

の
が
現
状
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
支
部
員
各
位
か

ら
発
憤
し
て
い
た
だ
き
編
集
担
当
者
を
喜
ば
せ
て

ほ
し
い
と
激
励
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
当
時
事
務
局
を
担
当
し
た
も
の
の
視
点

と
し
て
、
全
国
の
各
支
部
の
支
部
報
発
行
状
況
と

経
費
に
つ
い
て
は
、
支
部
報
は
支
部
経
費
を
か
な

り
食
い
込
む
こ
と
で
、
各
支
部
で
は
支
部
会
費
徴

収
の
最
大
の
理
由
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
発
行

回
数
、
発
行
ペ
ー
ジ
数
が
増
え
た
り
し
ま
す
と
、

今
の
支
部
会
費
徴
収
で
足
り
な
く
な
る
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
現
在
の
様
に
Ａ
４
版
四
頁
か
ら
六
頁

く
ら
い
が
適
当
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
時
に
は
特

別
号
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

…
…
、
注
意
し
て
か
か
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え

ま
す
。

　

越
後
支
部
報
二
十
号
発
刊
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

創
刊
号
は
平
成
二
十
二
年
七
月
十
日
発
刊
。
山

﨑
幸
和
元
支
部
長
の
下
で
、
高
橋
正
英
編
集
委
員

長
、
加
藤
明
文
編
集
委
員
か
ら
鋭
意
ご
努
力
を
傾

け
て
い
た
だ
き
、
創
刊
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
題
字
を
山
﨑
支
部
長
の
暖
か
み
の
あ
る

筆
致
で
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
構
成
は
、

支
部
幹
部
の
言
葉
、
私
の
一
枚
・
写
真
と
説
明
、

コ
ラ
ム
等
の
投
稿
、
事
業
・
行
事
報
告
、
山
靴
欄

に
は
会
員
の
山
行
記
録
等
、
事
務
局
連
絡
、
掲
示

板
で
報
告
連
絡
等
、
そ
し
て
編
集
後
記
、
イ
ラ
ス

ト
や
画
、
写
真
な
ど
を
挟
み
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

発
行
状
況
を
簡
記
し
ま
す
と
、
一
号
平
成

二
十
二
年
七
月
、
二
号
二
十
三
年
七
月
、
三
、

四
、五
号
二
十
四
年
一
、六
、九
月
、
六
、七
、八
号

二
十
五
年
一
、五
、九
月
、
九
、十
、十
一
号
二
十
六

年
一
、五
、九
月
、
十
二
、十
三
、十
四
号
二
十
七
年

二
、七
、十
月
、
十
五
、十
六
、十
七
号
二
十
八
年

二
、六
、十
月
、
十
八
、十
九
号
二
十
九
年
二
、六
月

と
順
調
に
号
を
重
ね
、
二
十
号
に
至
っ
た
こ
と
は

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

創
刊
号
に
寄
せ
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
、
故
藤
本

慶
光
副
会
長
か
ら
「
越
後
支
部
の
創
刊
号
を
お
送

り
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大

勢
の
メ
ン
バ
ー
が
お
ら
れ
る
支
部
で
す
の
で
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
支
部
報
に
な
る
も
の
と
期

　
「
駄
尾
」
か
ら
少
し
上
っ
た
越
後
駒
ケ
岳
が
よ

く
見
え
る
地
点
「
長
峰
」
に
三
島
由
紀
夫
の
文
学

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
三
島
は
昭
和
二
九
年

一
〇
月
に
現
場
を
取
材
旅
行
し
、
実
際
に
越
冬
し

た
社
員
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。「
沈

め
る
滝
」
は
こ
の
取
材
を
も
と
に
工
事
技
術
者
を

主
人
公
と
し
た
小
説
で
あ
る
。
文
壇
で
は
高
い
評

価
を
得
て
、「
花
の
百
名
山
」
の
著
書
も
あ
る
田

中
澄
江
は
「
沈
め
る
滝
」
を
読
ん
で
涙
が
出
た
、

と
感
想
を
述
べ
て
い
る
が
「
記
念
碑
の
碑
文
」
も

「
沈
め
る
滝
」
も
単
純
な
山
屋
の
私
に
は
「
三
島

文
学
は
難
し
い
」
の
感
想
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。

な
い
、
六
〇
年
の
歳
月
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

ナ
キ
沢
は
越
後
支
部
会
員
に
と
っ
て
は
未
丈
ケ

岳
登
山
口
と
言
っ
た
ほ
う
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
二
六
年
日
本
山
岳
会
の
同
好
会
「
緑
爽

会
」
例
会
で
「
越
後
支
部
の
吉
田
さ
ん
が
駒
の
小

屋
管
理
人
で
山
に
入
っ
て
い
る
時
、
越
後
駒
ケ
岳

に
登
り
ま
せ
ん
か
」
と
川
口
章
子
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｃ

自
然
保
護
委
員
長
）
が
提
案
さ
れ
、
真
っ
先
に
手

を
挙
げ
た
の
は
深
田
森
太
郎
さ
ん
（
会
員
番
号

一
四
四
三
七
番
・
久
弥
氏
ご
子
息
）
だ
っ
た
。
計

画
は
八
月
二
五
日
（
月
）
に
新
幹
線
浦
佐
駅
前
の

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
「
オ
カ
ベ
」
に
前
泊
、
駒
の
小

屋
二
泊
の
全
行
程
三
泊
四
日
で
あ
っ
た
。
深
田
さ

ん
は
東
京
中
野
の
専
門
学
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
て

平
日
四
日
間
の
山
行
参
加
は
難
し
く
断
念
さ
れ
た
。

深
田
久
弥
は
未
丈
ケ
岳
に
三
回
目
の
挑
戦
で
よ
う

や
く
登
頂
し
て
い
る
。
二
回
目
は
道
に
迷
っ
て
帰

り
は
「
駄
尾
」
か
ら
大
湯
に
下
っ
て
い
る
。

　

深
田
森
太
郎
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
た
ら
「
駄

尾
」
で
下
車
し
て
昭
和
四
二
年
一
一
月
一
九
日
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
し
た
か
っ
た
。
こ
の
時
の

同
行
者
は
Ⅰ
さ
ん
（
会
員
番
号
二
八
四
九
番
）
と

Ｍ
さ
ん
（
会
員
番
号
一
〇
四
三
六
番
・
現
在
離

籍
）、
お
二
人
と
も
当
時
の
小
出
町
を
代
表
す
る

岳
人
で
あ
る
。

　

Ｍ
さ
ん
は
後
年
、
何
時
か
は
明
か
さ
ね
ば
…
…

「
私
に
は
長
い
あ
い
だ
内
輪
に
し
て
い
た
未
丈
ケ

岳
山
行
の
に
が
い
思
い
出
が
あ
る
」
と
こ
の
日
の

顛
末
を
私
家
版
「
山
恋
の
詩
」
で
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
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事事  

務務  

局局  

連連  

絡絡

編編  

集集  

後後  

記記

 　

海
外
登
山
講
演
会

　
　
（
新
潟
県
山
岳
協
会
七
〇
周
年
記
念
）

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
参
加
を
‼

 

二
王
子
岳
の
お
花
畑
に
て

二
王
子
岳
の
お
花
畑
に
て

 

鈴
木　

勝
利　

猿
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
報
第
十
九
号
に
記
載
の

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
次
の
通
り
訂
正
い
た

し
ま
す
。

・
二
ペ
ー
ジ
二
段
目
十
六
行
目
か
ら
三
段
目
九
行

目
ま
で
編
集
ミ
ス
で
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
報

第
十
八
号
の
記
事
が
残
存
し
て
い
た
た
め
削
除

し
て
く
だ
さ
い
。

・
三
ペ
ー
ジ
一
段
目
の
後
ろ
か
ら
九
行
目
と
同
一

段
目
後
ろ
か
ら
一
行
目

　
【
誤
】
小
暮　

↓
【
正
】
木
暮

・
六
ペ
ー
ジ
一
段
目
の
十
九
行
目

　
【
誤
】
斎
藤　

↓
【
正
】
齋
藤

・
六
ペ
ー
ジ
二
段
目
の
七
行
目

　
【
挿
入
】
井　

春
文
（
新
・
南
魚
沼
市
）

・
六
ペ
ー
ジ
二
段
目
の
九
行
目

　
【
挿
入
】
五
十
嵐　

恵
美
子
（
新
・
喜
多
方
市
）

・
六
ペ
ー
ジ
二
段
目
の
後
ろ
か
ら
四
行
目

　
【
誤
】
長
岡
市　

↓
【
正
】
新
潟
市

・
六
ペ
ー
ジ
三
段
目
の
九
行
目

　
【
誤
】
平
成
二
十
七
年 

↓ 

【
正
】
平
成
二
十
九
年

（
広
報
委
員
長
：
佐
久
間　

雅
義
、
副
広
報
委
員
長
：
石
山　

政
雄
）

　

私
の
一
枚　

陽
春
の
風
景
の
説
明
文
を
読
ん
で

感
動
し
ま
し
た
。
氏
が
雪
原
に
立
ち
止
ま
り
、
夢

中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
た

か
ら
で
す
。
自
分
も
美
し
さ
と
感
動
を
求
め
、
こ

れ
か
ら
も
登
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
編
集
：
鈴
木　

勝
利
）

　

今
年
初
め
て
の
二
王
子
岳
で
あ
っ
た
。
咲
き
初

め
の
花
を
眺
め
な
が
ら
登
っ
て
行
く
と
、
お
花
畑

の
下
部
が
騒
が
し
い
。
雪
が
解
け
て
湿
地
と
な
っ

た
と
こ
ろ
に
猿
が
群
れ
て
い
た
。
ざ
っ
と
数
え
て

十
匹
以
上
。
こ
の
時
は
距
離
が
あ
っ
た
の
で
落
ち

着
い
て
い
た
が
、
群
れ
と
の
距
離
が
近
い
と
威
嚇

し
て
く
る
の
で
要
注
意
だ
。
猿
に
悪
気
は
な
い
の

だ
ろ
う
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
花
の
つ
ぼ
み
は

食
べ
る
し
、
糞
は
す
る
し
、
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

支
部
会
員
動
向

（
二
〇
一
七
年
六
月
〜
八
月
）

一　

退 

会 

者

　
矢
尾
板　

奈
々
子
（
一
〇
四
一
七
）　

長
岡
市

　

野
口　

ヒ
サ
子
（
一
一
三
〇
七
）　

湯
沢
町

二　

新
入
会
員

　

廣
井　

博
行
（
一
六
二
三
二
）

　
　

柏
崎
市　

八
月

　

坂
野　

雅
之
（
一
六
二
三
八
）　

　
　

村
上
市　

八
月

三　

支
部
会
員
総
数
（
八
月
二
〇
日
現
在
）

　

一
九
五
名

　

新
潟
県
山
岳
協
会
創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
も
共
催
し
て
「
海

外
登
山
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
山
岳
会
副
会
長
の
重
廣
恒
夫
氏
が
「
重

廣
恒
夫
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
塾　
〈
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

十
三
回
の
経
験
か
ら
〉」
ま
た
、
医
学
博
士
・
国

際
認
定
山
岳
医
の
橋
本
し
お
り
氏
が
「
ヒ
マ
ラ
ヤ

高
所
順
応
レ
ク
チ
ャ
ー　
〈
高
山
病
対
処
法
〉」
を

講
演
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
八
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
〜
五
時

●
会
場　

新
潟
市
万
代
市
民
会
館

　
　
　
　
　
（
六
階
多
目
的
ホ
ー
ル
）

●
参
加
資
料
代　

千
円

　

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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